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１  障害のある学生の就労支援 

障害者雇用に対する社会の理解は年々広がっていると感

じている。採用チャネルもハローワークへの求人掲載のみ

ならず、就労支援事業所をはじめとした障害福祉サービス

施設・事業所を通じてであったり、民間職業紹介会社を利

用したりするケースも増えているようである。 

当行においては直近で昨秋に障害のある方の中途採用を

行っているが、以前より新卒採用で入行する障害のある行

員も少なくない。新卒採用で入行した行員と話している中

である１つの素朴な疑問が浮かんだ。 

『障害のある方の就職活動には様々な手段や支援を受け

られる体制があるのに、学生には浸透していないように感

じるのはなぜだろう』（図１）。 

 

 

図１ 就職・就労支援の種類 

 

そこで今回は障害のある学生が安心して社会人のスター

トを切れるよう、どのような支援が必要であるのか、学生

ならではの不安や悩みはどういったところにあるのか、そ

れらを払拭するために企業としてできることについて考え、

実際に当行で取り組んでいる内容について紹介する。  

 

２  就職活動中の学生が抱える悩み  

社会経験がなく、就職活動をされていらっしゃる方は、

特別支援学校などに通われている方も含めて様々なケース

があることを理解しているが、本事例では「学生」は大学

に通っている方を指すものとして話を進めたい。 

これまで当行で接したことがある学生より「どのように

就職活動を進めていけば良いかわからない」「誰に相談し

たら良いかわからない」「自分と同じような障害を持つ先

輩はどのように就職し、就職後どのようなことで悩んだの

か話を聞いてみたい」といった声がたくさんあり、当行に

勤務する障害のある複数の行員にも話を聞いてみたところ、

就職活動時に同様の思いを抱えていたようであった。 

また、障害があることをオープンにして働くのか、ある

いはクローズにして働くのかといった選択で悩んだという

話も学生、当行行員どちらからも聞かれたもので、選択に

よって働き方は変わり、それぞれメリット・デメリットも

あるため、相談先がない中で就職活動を進めていくことが

不安であったことは想像に難くない。大学にはキャリアセ

ンター、学生支援室が設置されているところもあるが、

「障害がある前提でどこまで相談に乗ってもらえるか不安」 

「学生生活では特段の支援を受けずにやってこられたので、

言い出しにくい」といったことで、相談できないケースも

あるようだ。限られた情報の中で、また社会経験が少ない

中で、なりたい自分や働くことへのイメージを膨らませる

のは難しい（図２）。 

 

 

図２ 自分に合った働き方の選択 

 

例えば、就労移行支援事業所では、個別面談や就労訓練

を通して、就職に向けて順を追って活動を進めていくため、 

少しずつ自己理解や仕事に対する理解を深めていくことが

できる。並行して進路に関する情報収集もしやすい環境で

あるので、就職先の多様性を知ることができ、選択の幅も

広げやすい。 

この課題は教育機関や福祉機関と連携しながら進めてい

くのが望ましいと思うが、まずは企業としてどのような取

り組みが可能であるか考えてみたい。 
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３ 当行での取り組み 

現状、就職活動中の学生と接する機会は、学生が関心や

応募の意思があってはじめて得られるものである。そうす

ると学生としては、少しでも良く見られたいという思いが

働くため、不安や悩みを聞き出すことは容易くなく、サ

ポートすることも困難である。そこでインターンシップの

場であるならば、学生があまり臆することなく話せるので

はないかと考えた。 

(1) 入行前アプローチ 

当行では毎年インターンシップを開催しており、過去に

障害のある学生が参加したこともあったため、必要な配慮

を行いながら、なりたい自分や働くことへのイメージを膨

らませるきっかけづくりをしていくことにした。これまで

にインターンシップに参加した障害のある学生からの感想、

またインターンシップ参加有無に限らず当行行員にヒアリ

ングしたところ、参加者からは「銀行業務への理解を深め

られたが、自分が働くことへのイメージまではできなかっ

た」、参加しなかった行員からは「障害のこともあり、ス

ピードについていくだけで精一杯になりそうだったので参

加を見送った」という話が出てきた。さらにヒアリングを

重ね、どのような方法であれば障害のある学生の不安を少

しでも安心に変え、進路選択肢を広げるお手伝いができる

か模索していった。 

その結果、本来のインターンシップから離れて「職場見

学会」のような機会をつくり、障害のある先輩行員との

「個別相談」をメインに設けることとした。個別相談では、

障害のある先輩行員が広く就職活動の進め方から就職後以

降の不安に対する学生からの質問に応じ、併せて人事採用

担当としては履歴書の書き方、自己PRや配慮事項の伝え方

をアドバイスしたり、精神保健福祉士としてお住まいの地

域の相談先を案内したりと、ご本人の主体性を引き出しつ

つ、自身で進路を決定するプロセスを支援するよう努めた。

その後応募いただいた学生に対しても、選考過程では幅広

く就職活動に役立てるようなフィードバックを心掛けた。 

(2) 入行後アプローチ 

ご縁をいただき、入行に至った行員に関しても内定時か

ら入行までの不安な気持ちをサポートすることはもちろん

のこと、可能な限り他の同期と隔たりが出ないよう、必要

な配慮事項に合わせて研修のサポートを行い、配属後も希

望に応じて産業医面談を含む個別面談の機会を設けている。 

こうしたサポート体制も個々の状況に合わせ、成長を促

しつつ、徐々にナチュラルサポートに移行していくことを

目指している（図３）。 

 

 

図３ サポート内容 

 

４ 連携・継続の必要性 

 今回は障害のある学生が安心して就職活動を進め、社会

に踏み出す一歩を企業としてどのようにサポートできるか

について考え、取り組みはじめた事例をご紹介した。まだ

潜在的なニーズや課題もあると思われる。企業、行政・福

祉などの支援機関、教育機関、そして医療機関にはそれぞ

れの役割があるが、各々が見えている課題を共有し、切れ

目のない支援を考え、共に進めていくことができれば、当

事者の安心感に繋がることはもちろんのこと、各組織が抱

える負担も軽減されるのではないかと考える（図４）。 

 

 

図４ 連携体制の就労支援 

 

今後もこの取り組みは社会情勢や学生のニーズに合わせ

て改良しながらも継続していきたい。 
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